
































































































ロータのO Lを0. 15～0.3 の範囲で0.25 の間隔で7つの値に設定し、ロータ軸の有無の詳細な
風洞実験を行った。その結果、ロータ軸の有無によらず軸直径を差しヲ｜いた正味O Lが0. 175 
である場合が最も良い風車性能が得られることが判明した。
4. サボニウス風車ロータ周りの流れの可視化
小型回流水槽を用いて、 PIV （粒子画像流速測定法）によりロータ周りの流れ場を定量的
に計測し、オーバーラップ比及び回転速度の違いが流れ場に及ぼす影響を調べた。
以上から、本論文は工学的価値が高いばかりでなく工業的な実用性もあり、今後の風車開発の
発展に寄与するところが大きい。したがって、本論文は博士（工学）の学位に値するものと認め
られる。
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